
国
連
の
関
連
団
体
が
「
世

界
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
９
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
国
連
が
国
際
幸
福

デ
ー
の
３
月
２
０
日
に
毎
年
発
表
し

今
回
が
７
回
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
２
０
１
５
年
か
ら
４
６
位
、

５
３
位
、
５
１
位
、
５
４
位
、
５
８

位
と
昨
年
か
ら
４
つ
順
位
を
下
げ
て

い
ま
す
。
各
国
の
国
民
に
「
ど
れ
く

ら
い
幸
せ
と
感
じ
て
い
る
か
」
の
評

価
を
１
４
の
分
野
で
回
答
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、

平
均
余
命
、
寛
大
さ
、
社
会
的
支
援
、

自
由
度
、
腐
敗
度
を
加
味
し
て
幸
福

度
の
評
価
と
し
て
い
ま
す
▼
上
位
に

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
北
欧
の
国
が
上
位

に
並
び
日
本
は
、
国
民
総
生
産
や
社

会
的
支
援
、
平
均
寿
命
な
ど
は
上
位

に
な
っ
て
い
ま
す
が
「
他
者
へ
の
寛

大
さ
」
は
１
５
６
国
中
９
２
位
と
中

位
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
見
返
り
を
求
め
ず
寄
付
を
す
る
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
」
な

ど
が
あ
る
が
経
済
的
余
裕
や
時
間
が

な
く
て
も
お
年
寄
り
や
辛
そ
う
な
人

に
席
を
譲
る
や
「
お
は
よ
う
、
さ
よ

な
ら
、
あ
り
が
と
う
」
な
ど
声
を
か

け
る
事
は
誰
で
も
出
来
る
は
ず
で
す
。

▼
子
供
た
ち
の
イ
ジ
メ
や
大
人
社
会

で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
リ
ス
ト
ラ
、

差
別
な
ど
「
他
者
へ
の
気
遣
い
」
が

希
薄
に
な
り
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼

大
人
社
会
の
対
応
が
子
供
達
に
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
職
場
や

社
会
の
不
正
、
腐
敗
、
差
別
な
ど
に

対
し
毅
然
と
声
を
上
げ
て
行
く
事
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
や

大
企
業
の
経
営
内
容
や
財
政
を
見
れ

ば
国
民
や
労
働
者
が
幸
せ
に
な
れ
る

条
件
は
揃
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
皆

で
声
を
上
げ
る
事
が
、
そ
の
第
一
歩

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相談 は 無料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

１
９
春
闘
ベ
ア
前
年
割
れ

主
要
な
電
機
メ
ー
カ
ー
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
、
前
年
を

５
０
０
円
下
回
る
１
０
０
０

円
で
決
着
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

（
基
本
給
の
底
上
げ
）
１
０

０
０
円
（
グ
レ
ー
ド
改
定
額

５
０
０
円
、
成
果
加
算
給
改

定
額
Ｂ
評
価
５
０
０
円
）
、

年
齢
別
最
低
賃
金
１
０
０
０

円
、
一
時
金
は
４
・
６
か
月

で
し
た
。

増
税
前
に

一
斉
値
上
げ
が
目
白
押
し

安
倍
首
相
は
自
ら
音
頭
を

取
っ
て
「
駆
け
込
み
需
要
を

防
ぐ
た
め
」
と
称
し
て
商
品

値
上
げ
勧
め
て
い
る
こ
と
を

国
会
で
認
め
ま
し
た
。
こ
の

春
か
ら
食
品
業
界
の
一
斉
値

上
げ
の
発
表
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
値
上
げ
率
は
約
２
～

８
％
。
生
活
に
直
結
す
る
社

会
保
障
改
悪
も
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
税

％
ス
ト
ッ
プ
を

少
な
い
賃
上
げ
に
消
費
税

引
き
上
げ
で
、
生
活
は
苦
し

く
な
る
ば
か
り
。
名
目
賃
金

は
上
が
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
が
、
実
質
賃
金
は
下
が
っ

た
ま
ま
。
家
計
消
費
は
２
５

万
円
も
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

「
決
ま
っ
た
こ
と
だ
か
ら
…
」

と
あ
き
ら
め
る
必
要
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
に
厳

し
い
審
判
を
下
せ
ば
、
増
税

は
ス
ト
ッ
プ
で
き
ま
す
。



話題

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
３
１
回

活
発
な
分
社
化
と
統
合

会
社
の
分
割
・
売
却
か
ら
統
合
・
事
業
取
得
へ

文
科
省
、
全
国
の
公
立
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
に
関
す
る
調
査
。

全
校
の
便
器
数
は
１
３
９
万
７

０
１
９
個
。
洋
式
便
器
は
６
０

万
５
３
２
２
個
で
洋
式
率
の
全

国
平
均
は
４
３
・
３
％
だ
っ
た
。

洋
式
率
の
高
い
の
は
神
奈
川

県
５
８
・
４
％
、
沖
縄
県
５
４
・

７
％
、
富
山
県
５
４
・
３
％
、

低
い
の
は
島
根
県
３
０
％
、

長
崎
県
３
０
・
３
％
、
鹿
児
島

県
３
０
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ

洋
式
化
進
む

１
６
年

４
３
％

働
く
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
小
中
高
の
い
じ
め
問
題
も

深
刻
で
す
。

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
２

０
１
７
年
度
の
問
題
行
動
・
不

登
校
調
査
で
は
、
認
知
し
た
い

じ
め
が
、
前
年
比
２
８
・
２
％

（
９
万
１
２
３
５
件
）
増
の
４

１
万
４
３
７
８
件
で
過
去
最
多

に
な
っ
て
い
る
。

１
３
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た

「
い
じ
め
防
止
法
対
策
推
進
法
」

で
は
生
命
や
心
身
、
財
産
に
被

害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
っ
た
り
、

長
期
欠
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
す
る
状
態
を
「
重
大
事
態
」

と
規
定
し
た
が
、
こ
の
「
重
大

事
態
」
の
件
数
も
前
年
比
７
８

件
増
の
４
７
４
件
で
過
去
最
多
。

自
殺
し
た
児
童
・
生
徒
は
５
人

増
の
２
５
０
人
に
な
っ
て
い
る
。

適
切
な
指
導
が
と
れ
な
い
教

育
現
場
が
露
呈
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省

通
知

「
置
き
勉
」
認
め
る

小
学
生
の
教
科
書
ペ
ー
ジ
が
１

０
年
前
と
比
べ
３
割
増
加
（
２
０

１
５
年
は
６
５
１
８
ペ
ー
ジ
）
す

る
な
ど
し
て
、
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル

の
解
消
を
求
め
る
声
に
押
さ
れ
、

文
科
省
は
１
８
年
９
月
、
全
国
の

教
育
委
員
会
に
、
宿
題
に
使
わ
な

い
教
科
書
を
学
校
に
置
い
て
帰
る

「
置
き
勉
」
を
認
め
る
な
ど
、
重

量
に
配
慮
す
る
通
達
を
出
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
平
均
体
重
は

２
１
㎏
で
平
均
７
・
７
㎏
の
ラ
ン

ド
セ
ル
は
首
な
ど
健
康
に
悪
影
響

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

重
い
日
は
４
・
７
㎏
と
い
う
例

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

富岡工場（群馬）の第5駐

車場がきれいに整備されま

した。「雨の日は水たまり

が出来て大変」という利用

者からは「やったじゃん！」

の声。喜ばれています。

高
崎
工
場
が

映
画
に
出
て
き
ま
す

【
群
馬
・
富
岡
】

第

回
高
崎
映
画
祭
が
、

月

日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
映
画
祭
で
は

本

の
上
映
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し

て
、
「
泣
く
な
赤
鬼
」
が
、

全
国
公
開
前
に
、
初
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
高
崎
出
身

の
兼
重
監
督
が
高
校
野
球

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
家
重

松
清
さ
ん
の
短
編
小
説
を

実
写
化
。
高
崎
文
化
会
館

に
は
、
３
０
０
人
以
上
の

観
客
が
入
り
盛
況
で
し
た
。

昨
年
８
月
高
崎
工
場
で

ロ
ケ
が
お
こ
な
わ
れ
、
映

画
の
中
で
は
、
事
務
棟
、

技
術
棟
や
か
ま
ぼ
こ
屋
根

の
工
場
が
出
て
き
て
、
最

後
の
協
力
団
体
に
「
沖
電

気
」
の
名
前
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。
６
月

日
か

ら
全
国
公
開
で
す
。

桜
に
見
守
ら
れ
て
い
る

【
埼
玉
・
本
庄
】

工
場
内
の
敷
地
に
は
、

た
く
さ
ん
の
桜
の
木
が
あ

り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
側

に
は
早
咲
き
の
桜
。
東
門

や
通
用
門
に
も
大
き
い
桜

の
木
が
目
立
ち
ま
す
。
正

門
前
に
は
「
出
世
桜
」
と

呼
ば
れ
る
木
が
あ
り
、
立

派
な
花
・
枝
ぶ
り
を
披
露

し
ま
す
。
「
良
い
こ
と
ば

か
り
あ
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
春
は
特
に
桜
の

花
を
見
る
と
な
ん
か
頑
張

ろ
う
っ
て
思
う
の
よ
ね
」

と
話
す
社
員
。
新
年
度
の

初
め
に｢

心
機
一
転
」
生
き

方
や
働
き
方
を
見
つ
め
な

お
す
の
も
あ
り
！
社
会
人

生
活
を
振
り
返
っ
て
考
え

て
み
る
の
も
時
に
は
い
い

こ
と
で
す
。

医
者
と
し
て

あ
る
ま
じ
き
行
為

【
埼
玉
・
蕨
】

Ｎ
Ｅ
Ｃ
系
列
会
社
で
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
受

け
休
職
に
追
い
込
ま
れ
、

さ
ら
に
は
不
当
解
雇
と
な
っ

た
２
７
歳
青
年
が
先
日
横

浜
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
追
い
込
ん
だ

大
き
な
存
在
が
企
業
側
と

結
託
し
て
青
年
に
対
し
て

「
も
と
も
と
能
力
に
問
題

が
あ
り
」
な
ど
と
デ
タ
ラ

メ
な
診
断
書
を
書
い
た
厚

木
市
内
の
心
療
内
科
（
今

回
の
提
訴
の
被
告
に
含
ま

れ
る
）
で
し
た
。
医
者
は

患
者
を
救
う
の
に
努
め
る

べ
き
職
業
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
患
者
の
人
生
を
狂

わ
す
よ
う
な
医
者
は
今
す

ぐ
辞
め
る
べ
き
で
す
。
そ

し
て
青
年
側
が
勝
訴
を
勝

ち
取
る
こ
と
を
心
よ
り
祈

り
ま
す
。


